
第
５０
回
大
学
祭
開
催

１１
月
１
日
（
金
）
か
ら
４
日
（
祝
）
ま

で
の
４
日
間
の
日
程
で
第
５０
回
大
学
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

常
三
島
祭
は
、
今
ま
で
の
歴
史
を
誇
り

と
し
て
胸
に
抱
き
、
今
年
も
大
学
祭
を
成

功
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
と
、
ま
た
こ
の

大
学
祭
の
思
い
出
が
来
場
者
の
方
々
の
心

に
い
つ
ま
で
も
輝
き
続
け
る
よ
う
に
と
い

う
願
い
を
込
め
て
「Stay

G
old

〜
い
つ

ま
で
も
輝
い
て
い
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

蔵
本
祭
は
、
一
丸
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て

い
こ
う
と
い
う
意
味
と
、
み
ん
な
で
一
致

団
結
し
て
思
い
出
と
な
る
す
ば
ら
し
い
学

園
祭
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
か
ら
の
チ
ー
ム
医
療
に
お
け
る

『
団
結
・
協
力
』
の
意
味
も
込
め
て

「W
orking

as
O
ne

」
を
テ
ー
マ
に
両
地

区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
期
間
中
は

生
憎
の
寒
波
に
見
舞
わ
れ
、
１
日
（
金
）

は
雨
、
４
日
は
霙
に
ま
で
た
た
ら
れ
た
も

の
の
、
そ
の
外
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
来
場

者
が
両
地
区
で
延
べ
約
７
０
０
０
名
を
数

え
る
盛
況
な
大
学
祭
と
な
り
ま
し
た
。

学
長
と
大
学
院
生
と
の
懇
談
会
開
催

９
月
２６
日
（
木
）、
事
務
局
第
一
会
議

室
に
お
い
て
「
学
長
と
大
学
院
生
と
の
懇

談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
２
回
目
と
な
る
も
の
で
、
６
研

究
科
か
ら
１６
人
の
大
学
院
生
と
齋
藤
学

長
、
両
副
学
長
、
各
研
究
科
教
授
、
事
務

局
長
、
学
務
部
長
が
出
席
し
、
予
め
寄
せ

ら
れ
た
意
見
・
要
望
等
に
対
し
、
学
長
や

各
研
究
科
教
授
か
ら
説
明
が
あ
り
、
大
学

院
生
か
ら
は
研
究
指
導
・
配
属
の
具
体
的

悩
み
や
国
立
大
学
法
人
化
検
討
状
況
等
に

つ
い
て
、
忌
憚
の
な
い
意
見
・
要
望
が
発

言
さ
れ
た
。
特
に
研
究
環
境
の
整
備
、
教

室
間
、
留
学
生
と
の
交
流
、
図
書
貸
出
期

間
延
長
等
の
他
、
女
子
院
生
か
ら
は
研
究

科
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
開
設
、
分
煙
の

徹
底
等
具
体
的
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
住
民
と
の
国
際
交
流
親
睦
会

国
際
交
流
会
館
に
入
居
し
て
い
る
留
学

生
や
そ
の
家
族
と
地
域
住
民
と
の
親
睦
会

が
１０
月
１９
日
（
土
）
に
北
島
町
八
丁
野
の

同
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
親
睦
会
は
、
同
会
館
が
平
成
７
年

に
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
北
島
町
八
丁

野
住
民
と
留
学
生
の
交
流
を
深
め
る
た
め

に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
８

回
目
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
雨
天
と
な
り
ま
し

た
が
、
岸
会
館
長
（
留
学
生
セ
ン
タ
ー

長
）、
服
部
学
務
部
長
は
じ
め
留
学
生
担

当
の
教
職
員
１０
人
、
国
際
交
流
会
館
入
居

者
約
５０
人
、
八
丁
野
自
治
会
長
他
約
５０
人

の
合
計
約
１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
中
国
、
韓
国
、

マ
レ
イ
シ
ア
等
の
留
学
生
が
作
っ
た
多
彩

な
料
理
や
、
地
域
住
民
が
作
っ
た
日
本
料

理
に
参
加
者
は
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
地
域
婦
人

徳大ニュース

質問・提言に答える川上副学長

多彩な料理の数々

積極的に意見を述べる女子院生
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会
の
方
が
ハ
ッ
ス
ル
し
、
留
学
生
と
一
緒

に
歌
う
な
ど
大
い
に
親
睦
を
深
め
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

大
学
間
交
流
協
定
締
結

テ
キ
サ
ス
大
学
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
ヘ
ル
ス

サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
（
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
）
と
「
学
術
交
流
に
関
す
る
協
定
書
」

の
締
結
を
行
い
ま
し
た
。

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
セ

ン
タ
ー
と
の
調
印
式
は
、
１１
月
２７
日

（
水
）
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
テ
キ
サ
ス
州

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
あ
る
テ
キ
サ
ス
大
学
ヒ

ュ
ー
ス
ト
ン
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
本
学
か
ら
齋
藤
学
長
ほ
か

３
名
が
出
席
し
、
協
定
書
に
調
印
す
る
と

共
に
、
今
後
の
学
術
・
研
究
交
流
及
び
学

生
交
流
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。な

お
、
テ
キ
サ
ス
大
学
と
の
交
流
協
定

か
ら
、こ
れ
ま
で
の
学
生
・
教
官
の
交
流
に

加
え
、
事
務
系
職
員
の
交
流
に
つ
い
て
も

盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
本
学
の
学

術
交
流
協
定
締
結
校
は
２９
大
学
と
な
り
ま

し
た
。

人
事
課
坂
本
さ
ん
交
流
協
定
で

テ
キ
サ
ス
大
学
へ
長
期
研
修
に

前
の
ニ
ュ
ー
ス
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
テ
キ
サ
ス
大
学
と
締
結
し
た
学
術
交

流
に
関
す
る
協
定
の
事
務
系
職
員
の
交
流

第
１
号
と
し
て
、
人
事
課
第
一
任
用
係
の

坂
本
恵
子
さ
ん
が
選
ば
れ
、
１
月
初
旬
か

ら
３
ヶ
月
間
の
予
定
で
派
遣
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

坂
本
さ
ん
は
、
同
大
学
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
滞
在

し
、
同
大
学
の
留
学
生
の
語
学
教
育
や
生

活
指
導
な
ど
の
実
施
状
況
を
は
じ
め
と
し

た
事
務
部
門
の
実
務
研
修
、
資
料
収
集
を

行
う
ほ
か
、
語
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も

参
加
す
る
な
ど
内
容
の
濃
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
毎
年
度
、
事
務
職
員
の
海
外
派

遣
研
修
実
施
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
本
学

の
国
際
交
流
推
進
体
制
が
充
実
・
強
化
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

派
遣
対
象
は
概
ね
３５
歳
ま
で
の
若
手
職

員
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
々
語
学
力
の

増
強
に
努
め
、
多
数
の
方
が
海
外
で
研
鑽

を
積
み
、
徳
島
大
学
の
発
展
に
尽
く
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

徳
島
大
学
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
実
施

大
規
模
災
害
に
よ
り
多
数
の
傷
病
者
が

発
生
し
た
場
合
は
、
限
ら
れ
た
人
的
物
的

医
療
資
源
を
最
大
限
有
効
に
利
用
す
る
た

め
に
、
傷
病
者
の
治
療
順
位
を
決
定
す
る

ト
リ
ア
ー
ジ
（
選
別
）
作
業
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
あ

る
被
災
現
場
や
多
数
の
傷
病
者
が
殺
到
す

る
病
院
前
で
の
ト
リ
ア
ー
ジ
は
困
難
な
作

業
で
あ
り
、
平
時
に
お
け
る
訓
練
が
非
常

に
重
要
で
す
。

１０
月
１９
日
（
土
）、
昨
年
の
第
１
回
に

引
き
続
き
、
第
２
回
徳
島
大
学
ト
リ
ア
ー

ジ
訓
練
が
蔵
本
地
区
体
育
館
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同

数
の
、
医
師
、
看
護
師
、
救
急
隊
員
、
事

徳大ニュース

協定書を取り交わす両学長

執務中の坂本恵子さん

留学生とカラオケで歌う地域住民

重傷者を担架で運ぶ参加者
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務
職
員
、
学
生
な
ど
約
１
３
０
人
を
数
え

ま
し
た
。
訓
練
は
、
大
型
バ
ス
の
横
転
事

故
を
想
定
し
、
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
と
演
技
指

導
を
施
し
た
傷
病
者
役
、
家
族
役
数
十
人

の
被
災
現
場
に
、
１
班
３
人
の
ト
リ
ア
ー

ジ
班
を
同
時
に
３
班
投
入
す
る
と
い
う
現

場
投
入
訓
練
方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ト

リ
ア
ー
ジ
班
員
は
重
傷
者
を
い
ち
早
く
発

見
し
、
傷
病
者
を
４
群
に
分
類
し
ま
す
。

気
道
確
保
と
外
出
血
の
止
血
以
外
の
処
置

は
行
わ
ず
、
所
要
時
間
は
傷
病
者
１
人
当

た
り
１
分
以
内
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
簡
単
な
作
業
の
よ
う
で
す
が
、
騒

ぎ
立
て
る
軽
症
者
、
家
族
に
さ
え
ぎ
ら

れ
、
実
際
に
は
非
常
に
難
し
い
作
業
で
あ

る
こ
と
が
訓
練
に
よ
っ
て
実
感
さ
れ
、
日

頃
の
継
続
し
た
訓
練
の
重
要
性
が
再
認
識

さ
れ
ま
し
た
。

医
学
教
育
等
関
係
業
務
功
労
者
表
彰

環
境
整
備
関
係
業
務
及
び
看
護
関
係
業

務
に
関
し
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
者
と
し

て
、
医
学
部
管
理
課
設
備
係
矢
野
善
昭

氏
、
医
学
部
附
属
病
院
看
護
部
看
護
係
片

岡
一
枝
氏
に
、
遠
山
文
部
科
学
大
臣
か
ら

表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
で
も
被
表
彰
者
に
祝
意
を
示
し
、

そ
の
功
績
を
称
え
る
た
め
、
１２
月
２
日

（
月
）
記
念
品
贈
呈
式
が
学
長
室
で
行
わ

れ
、
学
長
か
ら
各
人
に
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
る
と
と
も
に
、
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

齋
藤
史
郎
第
１０
代
徳
島
大
学
長
の
任

期
が
、
１
月
９
日
に
満
了
す
る
こ
と
に

伴
い
、
青
野
敏
博
新
学
長
と
の
引
継
式

が
、
昨
年
１２
月
２６
日
（
木
）
に
学
長
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

齋
藤
学
長
は
平
成
９
年
１
月
１０
日
の

就
任
以
来
２
期
６
年
を
務
め
ら
れ
、
徳

島
大
学
の
発
展
の
た
め
に
多
大
な
業
績

を
残
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
８
日
（
水
）
に
催
さ
れ
た
離
任

式
で
は
、�
勇
気
と
希
望
を
も
ち
、
目

標
に
向
っ
て
前
進
し
て
下
さ
い
�
と
の

言
葉
を
残
し
、
各
部
局
長
、
事
務
局
職

員
等
の
見
送
り
を
受
け
て
徳
島
大
学
を

後
に
さ
れ
ま
し
た
。

齋
藤
史
郎
第
１０
代
学
長
が
２
期
６
年
の
任
期
を
満
了
し
離
任

徳大ニュース

離任式で各部局長，事務局職員を
前に挨拶する齋藤学長

引継をする齋藤学長（左）青野新学長（右）

重傷者を分類するトリアージ班員

矢野善昭氏（左）・片岡一枝氏（右）

離任式後部局長等の見送りを受け
事務局を後にする齋藤学長
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